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雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）指定管理者募集要領 

 

はじめに  

雲仙市(以下「市」という。)は、市民サービスの向上と管理経費の縮減を図るため、雲仙市国

見総合運動公園（遊学の里くにみ。以下「施設」という。）について、地方自治法（昭和 22 年

法律第 67 号）第 244 条の２第３項及び雲仙市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例

（平成 17 年雲仙市条例第 56 号）第２条の規定に基づき、次のとおり施設の管理運営を行う指定

管理者を募集します。 

 

Ⅰ 施設の概要について 

 
１ 施設の設置目的及び概要 

① 施設の名称  雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ） 

② 設 置 目 的  市民の健康を増進し、体育及びレクリェーションの普及及び振興を図るため、

雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）を設置する。 

③ 所 在 地  雲仙市国見町神代丙１２３０番地１ 

④ 敷 地 面 積  ９５，９１７．２８㎡ 

⑤ 利 用 面 積  ６２，１４４．８４㎡   

⑥ 駐 車 場  ４１０台（最大４４５台収容可） 

 

（１）遊学の館 

宿泊研修棟 

① 建 築 面 積  ９４８．２５㎡ 

② 延べ床面積  １，２７９．８０㎡(１階８９０．３０㎡ ２階３８９．５０㎡ ） 

③ 構   造  鉄筋コンクリート２階建 

④ 供 用 開 始  平成１５年５月１６日 

⑤ 施設の概要   

１階  フロント（事務室、資料倉庫含む）、管理人室、大研修室（４０名程度用）、 

小研修室（つつじの間 １５畳 １０名程度用）、食堂・談話ルーム、 

調理室（厨房）、倉庫、自動販売機、休憩室（ケヤキの間 ４０畳 ５０

名程度用）、トイレ男女各１、身障者トイレ１ 

大浴場（洋風）（和風）各１、サウナ３種類４室、ハーブ湯等（４基） 

脱衣場（４８㎡トイレ付き）２室、機械室１ 

     ２階  宿泊室９室{（４．５畳）１、(８畳)４、（１０畳）３、（２８畳）１}、 

洗濯・洗面室（コインランドリー）１ 

（２）運動公園 

テニスコート 

① 面   積  ４，３０５㎡（６面） 

② 仕   様  夜間照明有り（低照型２１基 ３６灯）、人工芝コート 

③ 供 用 開 始  平成１６年４月１日 
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多目的芝生広場 

① 広 場 面 積  １５，４１０㎡ 

② 仕   様  天然芝コート（公式サッカー場 １面） 

③ 供 用 開 始  平成１５年５月１６日 

 

第１グラウンド 

① 面   積  １０，３８４㎡ 

② 仕   様  クレーコート（照明施設なし ソフトボール２面） 

③ 使 用 状 況  ソフトボールほか、サッカー練習場として利用 

④ 供 用 開 始  昭和６３年４月から 

 

第２グラウンド 

① 面   積  １１，４３８㎡  

② 仕   様  クレーコート（夜間照明施設 8 基 ※12 灯型４基、５灯型４基） 

③ 使 用 状 況  野球練習場 1 面、ソフトボールの場合２面 

④ 供 用 開 始  平成４年４月から 

 

（３）遊具広場 

① 面   積  約３，０００㎡  

② 施 設  人工芝ソリ、バーベキュー広場、テニス練習場 

③ 供 用 開 始  平成１６年４月１日 

 

（４）昆虫の森 

① 面   積  約１０，０００㎡程度（山林２７，０７４㎡のうち） 

② 施   設  散策道、展望台 

③ 供 用 開 始   平成１６年４月１日 

 

 ２ 指定管理者が行う業務の範囲 

業務の範囲は、次のとおりとします。詳細については、別添仕様書を参照ください。ただ

し、次の業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはできません。なお、部分

的な業務の委託であって、雲仙市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が承認したも

のについては、専門の業者等に委託できるものとします。 

  （１）施設の維持管理に関する業務 

    ア）施設、付属設備及び備品等の保全に関する業務 

    イ）諸設備、機器、備品等の管理、貸出し、点検立会い等 

    ウ）電気及び機械設備の運転保安管理業務 

    エ）設備、機械等の保守点検業務 

    オ）清掃、除草業務（ごみ処理を含む。） 

    カ）樹木管理業務 
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    キ）その他施設等の良好な維持管理に必要な業務 

  （２）施設の運営に関する業務・施設利用に関すること 

    ア）利用の許可・利用の不許可及び利用の取消しに関すること 

    イ）施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の収納、利用料金の減免、利用

料金の還付に関すること 

    ウ）施設を利用する者に対する助言、指導及び相談に関すること 

    エ）前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認めること 

 

 ３ 自主事業 

指定管理者は、上記の指定管理業務以外として、指定管理業務の実施を妨げない範囲にお

いて、自己の責任と費用により、自主事業を行うことができます。この場合、教育委員会と

の協議が必要です。 

 

４ 基本的事項 

  （１）開館時間及び休館日については、下記を基本としますが、指定管理者は、より効果的又

は効率的な活用を図ることができる場合は、教育委員会に提案することが可能です。 

施設名 開館又は利用時間 休館日又は休業日 

雲仙市国見総合運動公園  

（遊学の里くにみ） 

午前 8 時 30 分から 

午後 10 時まで 

12 月 29 日から 

翌年の 1 月 1 日まで 

宿泊研修棟（遊学の館） 

 

午前 10 時から午後 9 時まで

(宿泊は午後 4 時から翌日午

前 10 時まで) 

毎週火曜日及び 12 月 30 日

から翌年の 1 月 1 日まで 

 

  （２）利用料金 

    ア）利用料金は、雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の設置及び管理に関する条

例別表に掲げる額の範囲内において、指定管理者があらかじめ教育委員会の承認を得

て定めるものとします。 

    イ）指定管理者は、あらかじめ教育委員会の承認を得て回数券を発行することができます。 

    ウ）利用料金は、指定管理者の収入とします。 

  （３）利用料金の減免 

     指定管理者は、雲仙市公共施設使用料減免規則の減免基準により、施設使用料の減免を

行うものとします。なお、公益上その他の特別な理由があると認めるときは、あらかじめ

教育委員会の承認を得て、利用料金を減免することができます。 

  （４）入館の制限 

指定管理者は、次のいずれかに該当する者に対して、入館を拒否し、又は退

館を命ずることができます。 

ア）他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑になるおそれがある者 

イ）施設の建物又は設備を滅失し、損傷し、又は汚損するおそれがある者 

ウ）上記の場合のほか、施設の管理上支障があると認められる者 

  （５）職員の配置   最低１名常駐 

 業務仕様書を参考とし、適正な人員配置に努めてください。 
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    ア）指定管理者は、施設の管理業務に従事させる職員（以下「職員」という。）を確保する

ほか、管理業務の処理に必要な体制（緊急時を含む。）を整備してください。また、職

員のうちから、１人を統括責任者として配置してください。 

    イ）指定管理者は、職員の名簿に資格（防火管理者、食品衛生責任者等）・経歴等を記載し、

教育委員会に提出してください。職員に異動があった場合も、同様とします。 

    ウ）指定管理者は、職員に対して、管理業務の遂行に必要な研修を実施してください。特

に、救護、防犯対策、防災対策等利用者の安全の確保については、職員の指導に努め、

適時訓練を行ってください。 

    エ）指定管理者は、管理業務の処理に関して事故（人身事故、施設等の破損事故等をいう。）

が生じたときは、必要な応急措置を講じるとともに、直ちに教育委員会に報告し、そ

の対処方法について、教育委員会と協議してください。 

 （６）物品の管理 

     指定管理者は、施設の運営に関し、教育委員会が貸与する市有物品及び市有外物品（リ

ース契約による事務機等）について、教育委員会が示す台帳及び管理帳票等を備え、善良

な管理者の注意をもって管理すること。 

         なお、上記備品等が使用することができなくなり、買い替えを必要とする場合は、教育

委員会と協議するものとします。買い替えを行った場合、その備品等は、市に帰属します。 

         また、指定管理者が任意により自らの負担で備品等を購入又は調達し、本業務実施のた

めに設置することができるものとします。この場合における備品等は、指定管理者に帰属

します。 

 （７）関係法令等の遵守 

         管理運営を実施するにあたっては、以下の法令をはじめ、関連する法令等を遵守してく

ださい。 

    ア）雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の設置及び管理に関する条例、同管理運

営に関する規則 

    イ）雲仙市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例、同条例施行規則 

    ウ）雲仙市公共施設使用料減免規則 

エ）雲仙市行政手続条例 

       指定管理者が施設の利用者に対して行う許可その他の処分は、雲仙市行政手続条例

が適用されますので、留意してください。 

    オ）雲仙市情報公開条例 

       指定管理者が施設の管理運営業務を行うにあたり作成し、又は取得した文書等で指

定管理者が管理しているものの公開については、別途指定管理者において情報公開規

程を定めるなどにより、適正な情報公開を行ってください。 

    カ）個人情報の保護に関する法律 

       指定管理者が施設の管理運営を通じて取得した個人情報の取扱に関しては、漏えい、

滅失及び毀損の防止その他個人情報の適切な管理を行うほか、個人情報を保護するた

めに必要な措置を講じるとともに、知り得た情報を第三者に漏らしてはなりません。

なお、指定期間が終了した後及び職員が退職した後も、同様とします。 
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    キ）地方自治法 

    ク）行政不服審査法、行政事件訴訟法 

       指定管理者が利用不許可処分等不利益処分を行う場合においては、行政不服審査法

に基づく不服申立、行政事件訴訟法に基づく訴えの提起を行うことができる処分であ

ること等を処分の相手方に教示する義務があります。 

    ケ）その他関連する法令  

※その他、消防法、食品衛生法、労働基準法などがあります。 

 （８）文書の管理・保存 

      指定管理者が、指定管理者としての管理運営に伴い作成し、又は受領する文書等は、

適正な管理・保存を行ってください。 

  （９）施設の改装等 

          指定管理者は、施設の効果的な管理運営を図るため必要があるときは、教育委員会の

承認を得た場合に限り、施設の改装又は模様替えをすることができます。 

 

 ５ 指定の期間 

    令和９年４月１日から令和１４年３月３１日まで（５年間） 

    指定管理者に決定された場合は、業務に必要な準備を速やかに整え、令和９年４月１日か

ら施設の管理運営を開始しなければなりません。 

    ただし、指定管理者の決定及び指定の期間は、市議会の議決により確定することになるの

で、留意してください。なお、指定の期間内であっても、管理を継続することが適当でない

と認めるときは、指定を取り消すことがあります。 

 

 ６ 管理運営の処理に必要な経費等 

  （１）指定管理者は、管理運営の処理に必要な経費を、市が支払う指定管理料、利用料金及び

自主事業の収入によって賄うものとします(施設の目的外使用には市の許可が必要)。 

  （２）指定管理料は、指定管理者が提出する管理に係る収支計画書における収支の差引額を基

本とし、次に掲げる額の範囲内とします。   

年   度 指定管理料 

令和９年度～令和１３年度 年額４６，１６９，０００円以下 

（３）上記の金額は、物価変動及び賃金水準の変動を加味しています。 

（４）各年度の指定管理料の額及び支払いの方法は、指定管理者が提出する施設ごとの事業計

画書及び収支計画書に基づき、年度ごとの予算の範囲内で市と指定管理者が協議し、双方

で締結する協定において定めるものとします。 

  （５）毎年度の事業報告書及び収支報告書において、収入が支出を超えたときは、当該超過収

入の１０％に相当する額を納付金として、市が指定する期日までに市に納付するものとし

ます。（別紙 利用料金における収益配分（インセンティブ）の基本的な考え方参照） 

  （６）条例等の改正、天災その他特別の事由が生じたときは、指定管理者又は市は、指定管理

料の変更を申し出ることができるものとし、変更の額等については、双方協議して定める

ものとします。 
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７ 市と指定管理者との責任の分担 

       市と指定管理者との責任は、原則として次の表に定めるとおりとします。ただし、同表に

定めない事項及び疑義を生じた事項については、教育委員会と指定管理者が協議して定める

ものとします。 

項 目 事 項 内        容 
負 担 者 

指定管理者 雲仙市 

共通事項 

法令・制度の改

正 

事業運営に影響のある法令・制度の改正 
○  

税制の改正 

消費税の税率変更  ○ 

法人税その他事業に影響を及ぼす税率の

変更 
○  

物価・金利の変

動 

物価・金利の変動 
○  

資金の調達 必要な資金の調達 ○  

周辺地域、住民

、利用者への対

応 

事業運営に係る利用者、地域住民等からの

苦情対応及び地域との協調 
○  

施設の設置及び指定管理者制度の適用に

関する苦情対応 
 ○ 

安全性の確保 
施設の運営・維持管理に係る安全性の確保

及び周辺環境の保全（応急措置を含む。） 
○  

第三者への賠

償 

施設運営・維持補修において第三者に損害

を与えた場合 
○  

施設自体の瑕疵により第三者に損害を与

えた場合 
 ○ 

応募 応募の費用 応募に係る費用の負担 全応募者  

準備 引継の費用 
施設運営の引継費用 ○  

施設の引渡しに係る原状回復費用 ○  

管理運営 

  

事業の中止

・延期 

市の責任による遅延・延期  ○ 

法令その他の制度の変更等により市の建

物所有が困難になったことによる中止 
 ○ 

指定管理者の責任による遅延・中止 ○  

指定管理者の事業の放棄・破綻 ○  

減免制度 減免制度の対象者の拡大  ○ 

天災等による

事業中止 

大規模な災害等による事業中止 
 ○ 

市場の変化 利用者の減少、競合施設の増加等による収 ○  
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入減、経営不振 

自主事業 
自主事業の実施に伴う損害の賠償 ○  

自主事業の実施に伴う苦情対応 ○  

 

 

 

 

維持管理 

 

 

 

 

維持補修 

指定管理者の発意により行う施設・設備・

外構の改良、維持補修 
○  

市の発意により行う施設の設備・外構の改

良、維持補修 
 ○ 

施設・設備・外構の保守点検（法定点検及

び日常のメンテナンス） 
○  

経年劣化による施設・設備・外構の維持補

修及び施設の管理上の緊急を要する維持

補修 

○  

事故・火災による施設・設備・外構の維持

補修 
○  

天災その他不可抗力による施設躯体・設備

の損壊復旧 
 ○ 

法令の改正により必要となった施設躯体

・設備の維持補修 
 ○ 

修理・修繕 
経年劣化による建築物及び付属施設（市の

備品含む。）の修理・修繕 
○  

 （１）協議事項については、事案の原因ごとに判断するものとします。なお、第一次責任は、

指定管理者が有するものとします。 

 （２）減免の内容については、雲仙市国見総合運動公園(遊学の里くにみ)の設置及び管理に関

する条例、同管理運営に関する規則及び雲仙市公共施設使用料減免規則に基づき減額し、

又は免除するものとします。 

 （３）修理・修繕とは、建築物及び附属設備の劣化若しくは損傷部分又は機器の性能若しくは

機能を実用上支障のない状態まで回復させることをいいます。 

     ※備考 

    ア）建築物及び附属設備の修理・修繕については、指定管理者の負担とし、1 件１０万円（消

費税及び地方消費税を含む。）以上の場合は、教育委員会と内容を協議することとし

ます。備品等の修理・修繕については、指定管理者の負担とし、1 件５万円（消費税及

び地方消費税を含む。）以上の場合は、教育委員会と内容を協議することとします。

ただし、修繕費については、その合計が年額２００万円を超える場合は、超えた部分

については、市の負担とします。 

    イ）指定管理者が任意に設置した備品等の修理・修繕については、この限りではありませ 

ん。 

     

８ その他の条件 

（１）指定管理者は、管理業務を開始する日までに、教育委員会及び現在の指定管理者から事
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務引継ぎを受けること。 

（２）指定管理者は、管理業務の遂行にあたり、関係団体との連携・協力に努めること。 

（３）災害の発生その他特別の事情がある場合に、市が優先的に使用する場合は、指定管理者

は、これに協力すること。 

（４）事業所税等の課税対象となる場合は、指定管理者において対応すること。 

（５）指定管理者は、管理業務に関して、別に会計を設け、経理を明確にすること。 

（６）インターネット環境については、原則として指定管理者で対応すること。 

（７）指定管理者は、雲仙市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第 10 条の規定

に基づき、毎年度事業報告書を作成し、教育委員会に提出すること。 

（８）指定管理者は、経営状況を明らかにする書類を作成し、市又は教育委員会の求めに応じ、

これを提示すること。 

（９）大規模災害発生時に、施設を避難場所として利用する際は、初動対応等協力すること。 

（10）その他仕様書等に記載のない事項については、教育委員会と協議を行うこと。 

 

Ⅱ 指定管理者の応募・審査等について 

 

１ 応募資格及び要件等 

 （１）法人その他の団体であること。（法人格は必ずしも必要ではありませんが、個人では申

請することができません。） 

  （２）複数の団体がグループを構成して応募する場合は、代表団体を定めて応募してください。

この場合、他の団体は構成団体として取り扱います。なお、１つの施設に単独で応募した

団体は、その施設のグループ応募の構成員になることはできません。 

  （３）応募する団体又はその代表者（構成団体、構成員を含む。）が次の項目に該当しないこと。 

    ・地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当するもの。 

    ・市から指名停止を受けている、又は受けることが明らかであるもの。 

    ・会社法（平成 17 年法律第 86 号）の規定に基づく清算の開始、破産法（平成 16 年法律第

75 号）の規定に基づく破産の申立て、会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）の規定に基

づく更生手続開始の申立て及び民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）の規定に基づく再

生手続開始の申立てがなされている者（会社更生法又は民事再生法の規定に基づく更生

手続開始又は再生手続開始の申立てがなされた者であって、更生計画の認可が決定し、

又は再生計画の認可の決定が確定した者を除く。） 

    ・最近１年間の県税、市町村税、消費税又は地方消費税を滞納している者 

    ・申請書の提出期限の日の６ヵ月前から指定管理者決定までの間において、手形交換所で

不渡手形若しくは不渡小切手を出した事実又は銀行若しくは主要取引先から取引停止等

を受けた事実がある者 

    ・地方自治法第 244 条の２第 11 項の規定による指定の取消しを受けたことがあり、その取

消しの日から２年を経過しない者 

（４）代表者及び役員が次の項目に該当しないこと。 

    ア）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号。以下「法」
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という。）第２条第２号に規定する暴力団のほか次に掲げる者 

      ・当該施設を暴力団の事務所その他これに類するものの用に供しようとする者 

       ※「これに類するもの」とは、公の秩序又は善良な風俗に反する目的その他社会通

念上不適切と認められるものをいう。 

      ・法第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は暴力団員でな

くなった日から５年を経過していない者 

      ・次のいずれかに該当する者 

       ａ 法人の役員等が暴力団員である者又は暴力団員がその経営に実質的に関与してい

る者 

        ※「役員等」とは、法人の役員又はその支店若しくは営業所を代表する者で役員

以外の者をいう。 

       ｂ 自己、自社又は第三者の不正の利益を図る目的若しくは第三者に損害を加える目

的をもって暴力団を利用するなどしている者 

       ｃ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的あ

るいは積極的に暴力団の維持運営に協力し、若しくは関与している者 

       ｄ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

       ｅ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用している者 

    イ）前記の者の依頼を受けて申請しようとする者 

    ウ）「無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律」（平成 11 年法律第 147 号）第

５条第１項の規定による観察処分を受けた団体及び当該団体の役員若しくは構成員 

    エ）反社会的活動のために利用するなど、公序良俗に反する用に利用しようとするもの 

          ※なお、応募後、指定管理者の指定の日までの間に、これらのいずれかに該当する

こととなった場合は、応募は取り消されます。 

（５）施設の管理に必要な免許を有すること。ただし、外部に委託する場合は、委託先が資格

及び免許を有していること。 

（６）管理業務にあたり、地域住民の雇用に最大限努めること。 

 

 ２ 応募手続 

（１）募集要領の配布 

   ア）配布期間 

     令和８年７月３０日（木）から令和８年８月２８日（金）まで 

     ただし、土・日及び休日を除きます。 

   イ）配布時間 

     午前８時３０分から午後５時１５分まで 

   ウ）配布場所 

      雲仙市教育委員会 スポーツ振興課  

      〒854-0492 雲仙市千々石町戊５８２番地（雲仙市千々石庁舎２階） 

      TEL 0957－47－4865（直通） 

           FAX 0957－37－3112 



10 
 

      e-mail  sports@city.unzen.lg.jp 

 

  （２）質問書の受付 

募集要領に関する質問を次のとおり受け付けます。質問への回答は、書面及び雲仙市

ホームページにて行います。 

   ア）受付期間 

      令和８年８月１７日（月）から８月３１日（月）までに必着。なお、受付期間最終日

は、午後５時１５分までとします。 

      ただし、土・日及び休日を除きます。 

    イ）受付方法 

      公募に関する質問書【申請前様式①】に記入の上、持参するか、郵送又はＦＡＸにて

送付してください。電話（口頭）での質問は、受け付けません。 

       ※ＦＡＸでの送付の場合は、必ず受信の確認をしてください。 

    ウ）提出先 

      募集要領配布場所（雲仙市教育委員会スポーツ振興課）と同じ。 

 

（３）現地説明会の開催 

      募集要領の内容、提出書類、業務の内容及び施設の概要等について、次のとおり説明

会を開催します。応募予定者は、出席しください。説明後、施設内を案内します。 

    ア）開催日時 

      令和８年８月１８日（火） 午前１０時００分から 

      ※当日は、開始１０分前にご集合ください。 

イ）開催場所 

雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ） 

国見町神代丙 1230 番地 1   ℡ 0957-78-3344 

※当日は、（遊学の館・研修室）に集合してください。 

ウ）参加人員 

      各団体２名まで 

    エ）申込方法 

      現地説明会参加申込書【申請前様式②】に記入の上、令和８年８月１２日（水）午後

５時１５分までに持参するか､郵送又はＦＡＸにて送付してください。 

        ※ＦＡＸでの送付の場合は、必ず申込先に受信の確認をしてください。 

       オ）申込先 

募集要領配布場所（雲仙市教育委員会スポーツ振興課）と同じ 

 

 （４）申請書の受付 

      申請書の受付を、次のとおり行います。 

    ア）受付期間 

      令和８年８月３１日（月）から令和８年９月１１日（金）までに必着。ただし、土・ 
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日及び休日を除きます。 

    イ）受付時間 

      午前８時３０分から午後５時１５分まで 

ウ）受付場所 

募集要領配布場所（雲仙市教育委員会スポーツ振興課）と同じ 

      ※申請書等の提出は、持参又は郵送（原則として書留とする。）とします。 

      ※郵送の場合は、令和８年９月１１日（金）午後５時１５分までに必着とします。 

 

 ３ 申請書類 

    次の（１）から（10）までの書類（ページをいれたもの）を正本１部、副本３部を提出し

てください。 

       なお、申請書類は、原則として日本産業規格Ａ列４番とし、ファイル等に綴じて提出して

ください。ただし、グラフ等の資料を添付する場合であって、Ａ列４番の規格を用いると不

明瞭になる場合は、Ａ列３番の規格の使用を認めます。資料の枚数に制限はありません。 

  （１）指定管理者指定申請書（様式第１号） 

  （２）団体の概要調書【指定様式①】 

  （３）管理を行う公の施設の事業計画書【指定様式②】  

      ※全ての項目について記載してください。 

  （４）収支計画書【指定様式③④】 

       ※収支計画書については、遊学の館（宿泊研修棟）とその他の施設（運動公園、遊具

広場、昆虫の森）に分類して作成し、これに加えて総括の収支計画書を作成してく

ださい。 

  （５）経営状況を説明する書類 

    ア）定款、寄附行為、規約その他これらに相当する書類 

    イ）法人にあっては、当該法人の登記簿謄本（３ヵ月以内に取得したもの） 

    ウ）役員名簿又は構成員名簿 

エ）申請書を提出する日の属する事業年度の申請団体の事業計画書及び収支予算書又は 

これに類する書類 

オ）過去３カ年の申請団体の事業報告書及び収支決算書 

カ）法人にあっては、財務諸表（申請書を提出する日の属する事業年度の前年度から過去 

３カ年分）・貸借対照表、損益計算書（明細書付）、財産目録 

    キ）応募する団体及び当該団体の役員名簿又は構成員名簿に記載されている全ての人物に 

市税等の滞納がないことを証する書類（３ヵ月以内に取得したもの） 

   （６）その他必要と認める書類 

    ア）必要な資格等に係る証明書の写し 

  （７）指定管理者申請に係る提出書類に関する申立書【指定様式⑤】 

  （８）指定管理者申請団体役員名簿【役員名簿様式】 

（９）誓約書【指定様式⑥】 

（10）グループ応募（申請）の場合、グループ応募指定様式を提出してください。 
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    ア）グループ応募理由及び業務分担表（グループ応募指定様式①） 

    イ）グループ構成団体届出書（グループ応募指定様式②） 

    ウ）指定管理者指定グループ申請委任状（グループ応募指定様式③） 

 

    ※注意事項 

        以下の事項に留意してください。 

    ・提出いただいた書類は、返却しません。 

    ・法人以外の団体にあっては、相当する書類を提出してください。 

    ・指定申請書受付後の書類の差し替えは、認めません。 

    ・応募に関して必要となる経費は、申請者の負担とします。 

    ・提出された申請書類は、情報公開条例に基づく情報公開請求の対象となり、一部を除き 

     開示することがあります。 

        ・事業計画書及び収支計画書に用いる言語、通貨及び単位は、日本語、日本円、日本の標

準時及び計量法（平成４年法律第 51 号）に定める単位に限ります。 

 

４ 指定管理候補者の選定 

  （１）選考組織 

   公の施設の指定管理者の候補者（以下「候補者」という。）を公平かつ適正に選

定するため、指定管理者選定委員会（以下「選定委員会」という。）及び指定管理者選定

検討部会（以下「検討部会」という。）を設置し、候補者の選定及び適正な管理運営の履

行の確保に関し必要な事項を審査します。 

  （２）審査基準 

      申請書類に基づき資格を有し、雲仙市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関す

る条例第４条に定める選定の基準に照らし、施設の管理を行うに最も適当と認められる

団体であること。 

  （３）選定方法 

      候補者の選定については、検討部会において申請書類をもとに「総合点数方式」によ

る審査を行い、その結果を得て、選定委員会により、施設の性質や目的等に応じた議論

を行う「採決方式」にて決定します。各々の組織においての審査・選定については、議

会や市民に対する説明責任を有していることに留意し、公正かつ適切に選定します。  

なお、必要に応じて委員によるヒアリングを実施します。ヒアリングを行う場合の日 

時、場所、内容等については、該当申請者に対して書面で通知しますので、必ず出席し 

てください。 

また、審査の結果、該当者がいなかった場合、候補者を選定しないことがあります。 

  （４）選定結果の通知 

      「総合点数方式」の審査結果については、令和８年１０月下旬を目途に申請者全員（グ

ループ申請の場合は、代表団体）に通知します。 

また、「採決方式」により候補者を決定した結果については、対象申請者に通知します。

なお、通知前における選定結果の問い合わせについては、お答えしませんのであらかじめ
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ご了承ください。    

  （５）審査結果の公開 

      選定委員会の審査結果は、指定の議決を経た後公開します。 

  （６）審査対象外 

      次の要件に該当した場合は，審査の対象から除外します。 

    ア）複数の事業計画書を提出した場合 

    イ）提出書類に虚偽の記載があった場合 

    ウ）本要領に違反し、又は著しく逸脱した場合 

    エ）提出期限までに必要な書類が揃わなかった場合 

    オ）その他不正行為があった場合 

  （７）その他 

      申請予定者及び申請者は、選定委員会委員及び関係市職員と本件提案についての   

接触（現地説明会、面接等の正当な行為を除く。）を禁じます。接触の事実が認められた

場合には、失格とすることがあります。 

 

 ５ 指定管理候補者選定後の手続等 

  （１）指定管理者の指定の議決 

      指定管理者の指定に関する事項について、議会での議決を経て候補者を指定管理者と

して指定します。 

      なお、議会の議決を得られない場合は、候補者を指定管理者として指定できません。 

  （２）指定管理者の指定の取消し 

      指定管理者が業務を開始する前において、次のア又はイに該当するときは、市は指定

管理者の指定の取消し、協定の不締結、協定の解除、又は期間を定めて本業務の全部若

しくは一部の停止を行うことがあります。 

     ア）財務状況の悪化等により、事業の履行が確実でないと認められるとき。 

     イ）社会的信用を著しく損なうなど、指定管理者としてふさわしくないと認められると

き。 

      上記により、指定管理者の指定が取り消された場合等において、市に生じた損害は指

定管理者が賠償するものとします。 

      また、指定管理者は、当該年度の指定管理料の額から市が認める正当な履行部分に相

当する額を除いた額の 10 分の 1 に相当する違約金を市に支払わなければなりません。な

お、正当な履行部分に相当する額は、閏年を含む期間であっても年 365 日の割合による

日割り計算とします。 

  （３）指定管理者との協議 

      指定管理者となった者と管理運営の業務の細目について協議を行います。 

      この場合、必要に応じて候補者の提案に対し、提案内容の趣旨を変更しない範囲にお

いて修正を求めることができることとします。 

  （４）指定管理者の協定について 

      指定管理者としての指定を行った後、管理に係る細目的事項、市が支払うべき管理費
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用の額等を最終的に定めるため、市と指定管理者は、「協定」を締結し、協定書を作成

します。協定を締結する指定管理者は、応募申請者と同一に限ります。 

      この場合、指定期間を通じての基本的な事項を定めた「基本協定」と年度ごとの事業

実施に係る事項を定めた「年度別協定」を締結することとします。協定内容は、概ね次

のとおりです。 

＜基本協定事項＞ 

      ア）指定期間に関する事項 

      イ）事業計画に関する事項 

      ウ）利用許可及び利用料金に関する事項 

      エ）減免の取扱いに関する事項 

      オ）個人情報の保護に関する事項 

      カ）指定の取消しに関する事項 

      キ）リスク管理、責任分担に関する事項 

      ク）事業報告に関する事項（事業報告書の提出、内容） 

      ケ）事業の引継ぎに関する事項 

      コ）大規模災害発生時の対応、経費負担等 

     ＜年度別協定事項＞ 

      ア）当該年度の事業実施に関する事項 

 

  （５）災害時における避難所等施設利用に関する協定 

     当該施設が災害時等における避難所等に指定されている場合などにおいては、災害時 

等の市と指定管理者の役割分担について、あらかじめ「基本協定」に盛り込むとともに、 

「災害時等における避難所等施設利用に関する協定」を締結することとします。 

     ＜協定事項＞ 

      ア）連絡体制等 

イ）災害時等の初動対応 

      ウ）災害時等における避難所等の管理運営 

      エ）費用負担 

 

 

【問い合わせ・提出先】 

     雲仙市教育委員会 スポーツ振興課  

     〒854-0492 雲仙市千々石町戊５８２番地（雲仙市千々石庁舎２階）  

     TEL 0957－47－7865（直通） 

          FAX 0957－37－3112 

     e-mail   sports@city.unzen.lg.jp 
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＜参考＞ 

    スケジュール 

募集要領等の配布 
令和８年７月３０日（木）から８月２８日（金）まで 

ただし、土・日及び休日を除きます。 

質問書の受付 
令和８年８月１７日（月）から 

８月３１日（月）午後５時１５分までに必着 

現地説明会の開催 令和８年８月１８日（火） 午前１０時から 

申請書の受付 

令和８年８月３１日（月）から 

９月１１日（金）午後５時１５分までに必着 

 ただし、土・日及び休日を除きます。 

選定結果の通知 令和８年１０月下旬予定 

指定管理者の指定 令和８年１２月下旬予定 

指定管理者との協定締結 

 

令和９年３月予定 

 

 

＜配付資料一覧＞ 

 

      １ 雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）指定管理者募集要領 

      ２ 雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）指定管理者業務仕様書 

      ３ その他添付資料 

        ・雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の設置及び管理に関する条例 

・雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の管理運営に関する規則 

・雲仙市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例、同条例施行規則 

・雲仙市公共施設使用料減免規則 

・利用料金における利益配分（インセンティブ）の基本的な考え方 

 


